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今
年
で　

回
を
迎
え
る
太
陽
と
緑
の

３１

ま
つ
り
。
市
内
の
農
家
が
作
っ
た
自
慢

の
農
作
物
を
格
安
で
販
売
す
る
ほ
か
、

各
種
催
し
物
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）

１１

２８

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

○
会
場　

野
津
田
公
園

☆
農
産
物
品
評
会

〈
野
菜
・
花
の
部
〉

　

午
後
２
時
か
ら
即
売

　

ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、

バ
ラ
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど

〈
植
木
の
部
〉

　

午
前
９
時　

分
か
ら
展
示
即
売

３０

　

ツ
ゲ
、
モ
ッ
コ
ク
、
シ
ャ
ラ
な
ど

☆
生
産
者
に
よ
る
直
売

　

地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
、
卵
、
シ
イ

タ
ケ
、
植
木
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

☆
模
擬
店

　

や
き
と
り
、
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
な
ど

☆
催
し
物

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
（　

時　

分
〜
）
、
太
陽

１０

３０

と
緑
の
ス
テ
ー
ジ
（
和
太
鼓
、
祭
囃
   
ば
や
し

子
）
、
わ
ら
・
竹
細
工
、
牛
と
の
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
動
物
園
な
ど

※
生
産
者
直
売
、
模
擬
店
、
催
し
物
は

午
前
９
時　

分
か
ら
開
催
。

３０

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１１

り
場
ま
た
は
町
田
駅
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
乗

り
場
か
ら
野
津
田
車
庫
行
き
バ
ス
、
鶴

川
駅
０
番
乗
り
場
か
ら
野
津
田
車
庫
行

き
バ
ス
で
「
野
津
田
車
庫
」
下
車
、
徒

歩　

分
１０

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

（
町
田
市
太
陽
と
緑
の
ま
つ
り
事
務
局
）

　

小
田
急
線
町
田
駅
前
の
町
田
バ
ス
セ

ン
タ
ー
に
昇
降
機
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

基
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
１
基
）
が
設
置

さ
れ
、
完
成
式
典
が　

月　

日
に
、
市

１０

２２

議
会
議
員
、
福
祉
関
係
者
及
び
警
察
、

消
防
関
係
者
等
を
招
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
、
市
議
会
議
長
、

福
祉
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
試
乗
後
に

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
町
田
市
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
総
合
推
進
条
例
」
及
び
「
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
に
基
づ
き
、
平
成

　

年
度
に
作
成
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｒ
町
田
駅

１２・
小
田
急
町
田
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
報
告
に
基
づ
い
た
事
業
の
一
つ

で
、
事
業
規
模
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

基
（
車
椅
子
対
応　

人
乗
り
）
、
エ
ス

１１

カ
レ
ー
タ
ー
１
基
（
標
準
タ
イ
プ
２
人

乗
り
）
、
そ
の
他
一
式
（
バ
ス
停
仮
移

設
・
タ
イ
ル
補
修
等
）
。
事
業
総
額

は
、
約
１
億
８
千
万
円
（
内
国
費
補
助

分
５
千
万
円
）
で
す
。

　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
小
田
急
線

町
田
駅
・
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
の
自
動
車
交
通

と
鉄
道
の
結
節
点
と
し
て
、
市
内
路
線

バ
ス
の
約　

％
に
当
た
る
１
日
７
５
２

７０

本
の
バ
ス
が
発
着
す
る
バ
ス
路
線
の
要

所
で
、
１
日
も
早
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
昇
降
機

の
完
成
に
よ
り
、
車
い
す
で
の
利
用
、

ま
た
、
高
齢
の
方
な
ら
び
に
小
さ
な
お

子
さ
ん
の
安
全
性
及
び
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
様
々
な
方
々
が
自
由
に
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
に
向

け
、
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
毛
布
、
食

料
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
、
新

た
に
医
療
支
援
と
し
て
、
医
師
、
看
護

師
２
人
、
事
務
職
員
１
人
の
計
４
人
を

小
国
町
診
療
所
に
、
ま
た
東
京
都
と
協

力
し
て
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
断
の

た
め
、
建
築
技
術
職
員
１
人
を
小
千
谷

市
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、　

月　
１０

２９

日
、
市
長
な
ど
の
激
励
を
受
け
、
被
災

地
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

医
師
ら
は
、
５
日
間
、
建
築
技
術
職

員
は
３
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現
地
で
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
代
の

第
２
次
派
遣
と
し
て　

月
２
日
に
は
看

１１

護
師
２
人
、
事
務
職
１
人
が
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
子
ど
も
や
家
族
に
関
す
る
施

策
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す
た
め
に
、

昨
年　

月
、
「
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ

１１

ー
プ
ラ
ン
審
議
会
」
（
会
長
森
田
明
美

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
）
を
設
置
し

審
議
し
て
き
ま
し
た
。
５
回
の
審
議
会

の
ほ
か
、
３
つ
の
専
門
部
会
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
議

論
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
自
身
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
公
募

し
た
中
高
生
に
よ
る
子
ど
も
委
員
会
を

設
置
し
、
子
ど
も
委
員
と
審
議
会
委
員

と
の
意
見
交
換
会
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
議
論
の
結
果
、　

月　
１０

２６

日
、
「
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
案
）
」
が
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し

た
。
（
＝
左
写
真
）
。

　

な
お
、
答
申
の
内
容
は
、
「
市
政
情

報
や
ま
び
こ
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
８
７

６

ビ
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
国
際
理
解

教
育
学
習
で
あ
ら
か
じ
め
調

べ
て
お
い
た
ロ
シ
ア
の
こ
と

に
つ
い
て
、
映
し
出
さ
れ
た

大
画
面
を
見
な
が
ら
質
問
、

回
答
の
や
り
取
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

鶴
中
の
生
徒
た
ち
は
「
ロ

シ
ア
の
生
活
で
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
」
「
日
本
の
テ

レ
ビ
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
」
「
冬
の
楽
し
み
は
何

で
す
か
」
な
ど
を
質
問
、
日

本
人
学
校
の
生
徒
か
ら
は
「
テ
ロ
な
ど

治
安
が
悪
く
一
人
で
は
外
出
で
き
な

い
。
買
い
た
い
物
が
手
に
入
ら
な
い

し
、
日
本
食
は
値
段
も
高
く
、
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
は
一
つ
５
０
０
円
も
す
る
」

「
テ
レ
ビ
は
衛
星
放
送
で
大
河
ド
ラ
マ

や
連
続
テ
レ
ビ
小
説
、
ト
リ
ビ
ア
の
泉

な
ど
半
年
く
ら
い
前
の
も
の
が
み
ら
れ

る
」
「
冬
は
マ
イ
ナ
ス　

度
く
ら
い

１５

で
、
ス
ケ
ー
ト
や
そ
り
な
ど
で
遊
ぶ
。

夏
よ
り
楽
し
い
」
な
ど
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
交
流
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊

張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ

い
の
も
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
鶴
中
校
歌
と
ロ
シ
ア
語
を

交
え
た
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
全
員
で
合
唱

し
終
了
。

　

新
田
校
長
は
「
生
の
情
報
が
得
ら
れ

大
変
良
か
っ
た
。
今
後
も
テ
レ
ビ
会
議

の
授
業
を
と
お
し
て
交
流
を
一
層
深
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

□問
 

教
育
委
員
会
指
導
課
11
７
２
４
・
２

８
６
７

出発に向け準備中の職員
　

鶴
川
中
学
校
（
新
田
利
子
校
長
）
の

１
年
生
１
２
９
人
は　

月　

日
、
モ
ス

１０

２１

ク
ワ
日
本
人
学
校
中
学
部
１
年
生　

人
１７

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
テ
レ

市役所前から被災地に出発する
医療派遣チームを乗せた車両　


